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173　　　 新生児 Hypoxia 時 の 循 環 動 態に 対 す る

AVP（arginine 　vasopressin ）の 作 用

1ア4　　　　羊胎仔の 持続性低酸素血 症下 に お け

る FHR
，
　 STV ，

　 LTV の 変動
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　〔目的〕胎児仮死や新生 児仮死 の特長的な病態 と

して
，脳

・肝臓等の 重要臓器 へ の 血 流再分配 があ

げ ら れ る 。 そ の 発生 メ カニ ズ ム に抗利尿 ホ ル モ ン

（arginine 　vasopressin
，AVP）が重要 な役割 を果た

し て い る事 も報告さ れ て い る、， そ こ で ，新 生 児Hy −

POxemia に お ける AVPの 作 用 に つ い て 主 と して 循環

面よ り検討 し た の で 報告 す る 。 〔方法〕14生 日以

内の 豚新 生 仔 10頭 を pentobarbita 】．麻酔下 に 気 管

切開 ，大腿 動静脈カ テ ーテ ル ，Swan−Gantz カ テ ー
テ

ル 捧入 を 行 っ tc。 実験 は
，pancrOniumを適宜 投与

し ，人工 呼 吸器 に よ る 調節 呼吸下 に 行 っ た 。Hypo −

xemia 　Oま、 　pH7 ．35
〜7．45，PaO225 〜40mmHg

， PaCo2

30〜50瀚 砠gに な る様 調節 し た
。 実験は 、 　（1） Hy −

poxemta単独 （2）Hypoxemia十AVP投 与 （20mlU／hg

／ min ）　　（3）　Hypoxania 十 AVPantagonist（Manning
Compound

， 30pg／k．g）投与 の 3 種類行 っ た 。測定

項 目 は 、 肺動脈圧 ，大動脈圧 ，肺毛細管 禊入圧 ， 右

房圧 心拍数 ，心拍 出量 で 、 肺 血管抵抗 ，休 血管抵 抗
，

肺 。体血管抵 抗比 は言際 ［し た 。〔成績 〕1）肺 血管

抵抗 （PVR ）：Hyp 。 xemia ．ee独 で 有 意 に上昇 し た が 、

AVP ，AVPantagenistre 与 で は 、変 化 を 認 め な か っ た

2＞ 慊血管 抵抗 （SVR）：Hypoxe 皿ia単独 で は変 化せ ず

AVP投与 に よ り背意 に 上 界 し 、
　AVPantagonist投 与

に よ り有意 に 下降 しノ た 。3）肺 ・体血管抵抗比 （
PVR／ SVR）：Hypoxemi 註 鼡独 に よ り有意 に 上昇 し 、

AVPantagonist投 与に よ り 、 有意 な 上昇 を 示 し た が

A畷 与 で は 、 有意 な ド降を示 し た 。 〔結 論〕1与・−

poxiaにお け る AVPの 血 流再分配作 用は 、 体血管抵

抗上昇作 用 に 起 因 す る も の で あ り、肺血管 床 に 対

し て は 、 同様 の作用を 持 っ て い な い事が示唆 さ れ

た 。

〔目的〕低酸素血 症下で は胎児心 拍数基 線細変動が

増加する こ とが 知 られ て い る 。 低酸素 を持続 させ

た場合 に細変動が そ の 後 ど の よう に変動す る の か

を検討 し た 。 〔方 法〕妊 娠129日か ら149日の羊 5頭
を用 い て ，低酸素状態下で の 胎仔の FHR

，
　 STV ，

LTV の 変動を観察 した。低酸素刺激 に よ り徐脈が

出現 した （反応 1 ；Rl ）。 そ の 後 も胎仔の PO2 をほ

ぼ 同 じ レ ベ ル に維持 した と こ ろ心拍数パ ラ メ
ー

タ

ーは 元 の レ ベ ル に復帰 した （反応 2 ；R2）。 さ ら に

母羊に投与 して い るガ ス の 酸素濃度を低下さ せ
，

心拍数の変動 を観察 した （反応 3 ；R3）。 観測値 は

Mean ± SE で 表示 し ， 有意 差検定 は paired　t　test

を用 い た 。 〔成 績〕  コ ン トロ ー
ル に お け る FHR

，

STV ，
　 LTV と胎 仔 の PaO2 は そ れ ぞ れ 157± 6

bpm ， 76± 14bpm ／100
， 61± ユ8bpm ／ 100，18±

O．4mmHg で あっ た 。   胎仔 を低酸素状態 に す る

と， FHR は 130± 8bpm に 下 降 し （p ＜0．001），

STV ，　 LTV は そ れ ぞ れ 197± 34bpm ／ 100，155±

17bpm ／ 100に 増 加 し た （p ＜0 ．0005），
　 PO2 は

12。3± O．6mmHg で あ っ た。  低酸 素状態 を維持

し観察 を続 け る と ， 胎仔 は 低 酸素状 態 の ま ま

（11．6± 0．5mmHg ），
　 FHR は再び上昇 し （151±

7bpm ）， STV ，
　LTV も コ ン トロ ール 値に復帰 した

（100± 24，78 ± 49bpm ／ 100）。   さ ら に 胎仔 の

PO2 が 下 降 した と こ ろ で （9，9± 0．8mmHg ；p く

0．05），再びFHR は下降 し ，
　 STV

，
　 LTV もとも に

上昇 した 。   実験経過中 ， 胎仔血圧 は統計学上有

意な変動 を示 さなか っ た 。 〔．結言匍  胎児が 低酸素

状態 に あ っ て もそれ が持続す る もの で あ っ た場

合 ， 正常の 胎児心拍数パ タ ーン を示 す可能性の あ

る こ とが示 唆さ れ た 。  胎児 の 化 学受容体が reset

され る現象の ある こ とが うか が えた 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


